早大蔵『「撫子の」百韻』訳注(一)付.同百韻調査記録及び翻刻 by 伊藤 伸江 et al.
早
大
藏
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
訳
注
（
一
）
付.
同
百
韻
調
査
記
録
及
び
翻
刻
伊
藤
伸
江
・
奥
田
勲
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
伊
地
知
鐵
男
文
庫
蔵
『
集
連
』
内
に
、
細
川
勝
元
が
発
句
を
詠
ん
だ
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
百
韻
は
、
張
行
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
、
専
順
、
心
敬
、
行
助
、
宗
祇
、
宗
怡
ら
連
歌
師
が
参
加
し
、
細
川
勝
元
と
そ
の
家
臣
た
ち
が
張
行
し
た
百
韻
で
、
多
く
の
連
衆
が
『
熊
野
千
句
』
の
連
衆
と
重
な
る
。
心
敬
が
在
京
時
に
密
接
な
関
係
を
結
ん
だ
細
川
右
京
兆
家
と
そ
の
家
臣
が
連
衆
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
文
化
圏
と
心
敬
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
上
で
重
要
な
百
韻
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
伊
藤
と
奥
田
は
、
心
敬
の
連
歌
作
品
の
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、『「
撫
子
の
」
百
韻
』
の
表
現
分
析
が
非
常
に
有
用
で
あ
る
と
判
断
し
、
こ
の
百
韻
の
注
釈
作
業
を
共
同
で
行
い
、
発
表
を
な
す
こ
と
と
し
た
。
従
っ
て
、
こ
の
訳
注
及
び
翻
刻
、
解
説
は
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
中
世
歌
学
の
享
受
か
ら
見
た
心
敬
の
文
学
作
品
の
創
造
と
新
撰
菟
玖
波
文
学
圏
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者
伊
藤
、
研
究
分
担
者
奥
田
）
の
成
果
で
あ
る
。
注
釈
等
の
執
筆
に
関
し
て
は
、
伊
藤
が
下
原
稿
を
作
成
し
、
奥
田
と
の
メ
ー
ル
会
議
及
び
複
数
回
の
対
面
会
議
で
意
見
交
換
、
討
議
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
を
完
成
原
稿
に
ま
と
め
た
。
【
凡
例
】
一
、
底
本
は
早
大
図
書
館
伊
地
知
鐵
男
文
庫
蔵
『
集
連
』
内
に
存
す
る
某
年
張
行
の
賦
初
何
百
韻
（『「
撫
子
の
」
百
韻
』
で
あ
る
。
該
本
は
、
他
に
伝
本
を
聞
か
な
い
い
わ
ゆ
る
孤
本
で
あ
る
た
め
対
校
本
は
な
い
。
一
、
注
釈
本
文
は
、
読
解
の
便
を
は
か
る
た
め
、
底
本
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
表
記
に
あ
ら
た
め
て
清
濁
を
付
し
た
。
翻
字
本
文
は
百
韻
と
し
五
五
て
示
し
て
あ
る
の
で
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。
原
文
の
表
記
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
改
め
、
あ
て
字
、
異
体
字
、
送
り
仮
名
は
標
準
的
な
表
記
に
直
し
て
示
し
た
。
漢
字
表
記
が
自
然
で
あ
る
語
句
に
関
し
て
は
、
全
体
の
統
一
を
考
え
て
漢
字
に
直
し
、
難
読
語
句
に
は
、
校
注
者
が
括
弧
書
き
で
振
り
仮
名
を
付
し
、
踊
り
字
は
す
べ
て
開
い
て
い
る
。
校
注
者
に
よ
る
改
訂
部
分
の
う
ち
、
特
記
す
べ
き
も
の
は
、
注
釈
内
に
付
記
し
た
が
、
底
本
は
虫
損
に
よ
っ
て
、
欠
字
及
び
判
読
し
が
た
い
部
分
が
若
干
存
す
る
た
め
、
本
文
を
推
定
の
上
考
察
し
た
句
が
存
す
る
。
一
、
各
句
に
は
、
折
の
表
示
と
そ
の
折
内
の
番
号
、
百
韻
全
体
の
通
し
番
号
を
頭
に
示
し
、
前
句
を
添
え
た
。
一
、
語
釈
に
あ
げ
る
和
歌
、
連
歌
例
は
、
後
述
引
用
文
献
に
依
る
。
百
韻
の
読
解
に
有
効
な
際
に
は
、
先
例
の
み
な
ら
ず
後
代
の
作
品
も
例
示
す
る
場
合
が
あ
る
。
私
に
清
濁
を
付
し
、
片
仮
名
な
ど
読
解
に
不
便
な
文
字
は
必
要
に
応
じ
平
仮
名
に
改
め
た
。
一
、
各
句
に
は
、【
式
目
】【
作
者
】【
語
釈
】【
現
代
語
訳
】
の
説
明
項
目
を
設
け
る
と
共
に
、
二
句
一
連
の
連
歌
の
中
で
句
が
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
、
及
び
独
立
し
た
一
句
で
は
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
か
に
配
慮
し
【
現
代
語
訳
】
の
他
に
【
付
合
】【
一
句
立
】
の
項
目
を
設
け
た
。
さ
ら
に
必
要
な
場
合
に
は
【
考
察
】【
補
説
】
の
項
目
も
設
け
た
。
※
本
訳
注
（
一
）
の
引
用
文
献
典
拠
一
覧
及
び
参
考
文
献
は
、
同
時
に
刊
行
さ
れ
る
『
愛
知
県
立
大
学
説
林
』
掲
載
の
訳
注
（
三
）
の
末
尾
に
掲
載
す
る
。
通
覧
の
際
に
参
照
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
（
初
折
表
一
）
一
撫
子
の
花
の
兄
か
も
梅
雨
勝
元
【
式
目
】
夏
（
梅
雨
）
「
夏
の
心
、
梅
雨
」（
連
珠
合
璧
集
）。
参
考
「
夏
の
末
の
心
、
な
で
し
こ
常
夏
」（
連
珠
合
璧
集
）。
賦
物
は
「
初
花
」。「
初
何
…
花
」（
野
坂
本
賦
物
集
、
連
歌
初
学
抄
）。
撫
子
（
植
物
）
梅
雨
（
降
物
）
【
作
者
】
細
川
勝
元
（
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
〜
文
明
五
年
（
一
四
七
三
））。
父
は
細
川
持
之
。
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）、
十
六
歳
で
五
六
管
領
と
な
っ
て
か
ら
、
以
後
三
度
、
二
十
三
年
間
に
わ
た
り
管
領
を
つ
と
め
、
幕
府
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
。
山
名
宗
全
と
応
仁
の
乱
で
戦
う
。
正
徹
を
和
歌
の
師
匠
と
仰
ぎ
（『
東
野
州
聞
書
』
宝
徳
二
年
十
一
月
七
日
条
）、
正
徹
（
後
に
正
広
）
出
題
の
月
次
歌
会
を
自
邸
で
開
催
し
て
い
る
（『
松
下
集
』
六
〇
一
詞
書
）。
連
歌
は
、『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
三
句
入
集
。
文
安
年
間
か
ら
毎
年
北
野
社
奉
納
の
『
細
川
千
句
』
を
興
行
、『
熊
野
千
句
』
に
主
客
と
し
て
参
加
。
寛
正
年
間
の
事
蹟
と
し
て
は
、
主
催
し
た
『
寛
正
四
年
三
月
廿
七
日
何
船
百
韻
』
や
、
発
句
を
与
え
た
『
寛
正
五
年
十
二
月
九
日
何
路
百
韻
』、『
寛
正
六
年
十
二
月
十
四
日
何
船
百
韻
』、
脇
を
詠
む
『
寛
正
四
年
六
月
二
三
日
唐
何
百
韻
』
な
ど
の
百
韻
が
残
る
。
【
語
釈
】
●
撫
子
ナ
デ
シ
コ
科
の
多
年
草
で
、
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
淡
紅
色
の
花
を
開
く
。
撫
で
か
わ
い
が
る
子
供
の
意
も
含
む
こ
と
か
ら
、
発
句
内
に
親
族
を
表
わ
す
点
で
「
子
」
と
縁
の
あ
る
「
兄
」
を
入
れ
て
い
る
。
春
か
ら
秋
ま
で
長
く
咲
き
続
け
る
性
質
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
常
夏
と
い
う
異
名
を
持
つ
。
常
夏
の
名
の
場
合
は
、「
塵
を
だ
に
す
ゑ
じ
と
ぞ
思
ふ
咲
き
し
よ
り
妹
と
我
が
寝
る
床
夏
の
花
」（
古
今
集
・
夏
・
一
六
七
・
凡
河
内
躬
恒
）
の
歌
か
ら
、「
床
」
す
な
わ
ち
恋
の
印
象
が
強
く
、「
撫
子
」
が
「
子
」
の
印
象
を
強
く
持
つ
の
と
イ
メ
ー
ジ
が
違
っ
て
く
る
。
常
夏
は
藤
原
定
家
の
詠
花
鳥
和
歌
に
お
い
て
、
六
月
の
花
と
さ
れ
、
こ
う
し
た
意
識
か
ら
、
撫
子
も
連
歌
に
お
い
て
は
六
月
の
花
と
さ
れ
る
。「
お
ほ
か
た
の
日
影
に
い
と
ふ
水
無
月
の
空
さ
へ
を
し
き
常
夏
の
花
」（
拾
遺
愚
草
・
詠
花
鳥
和
歌
・
六
月
常
夏
・
一
九
八
九
）。「
六
月
物
…
撫
子
常
夏
」（
初
学
用
捨
抄
）。「
六
月
渡
の
発
句
に
は
、
…
撫
子
の
お
ひ
さ
き
を
た
の
む
体
」（
梅
春
抄
）。
﹇
に
﹈
●
花
の
兄
梅
の
こ
と
を
言
う
。「
花
の
兄
と
申
は
、
梅
の
異
名
也
。
初
春
也
。
発
句
□
花
の
兄
と
す
べ
し
。」（
梵
灯
庵
袖
下
（
西
高
辻
家
本
））。「
そ
れ
大
方
の
春
の
花
木
々
の
盛
り
は
多
か
れ
ど
も
花
の
中
に
も
初
め
な
れ
ば
、
梅
花
を
花
の
兄
と
も
言
へ
り
。」（
謡
曲
「
難
波
」）。「
名
も
し
る
し
こ
の
神
の
木
の
花
の
兄
」（
宗
砌
発
句
並
付
句
抜
書
・
一
八
〇
一
）。
●
梅
雨
五
月
頃
に
降
る
長
雨
。
五
月
雨
。「
夏
の
季
の
詞
…
梅
の
雨
」（
宗
祇
袖
下
）。「
梅
雨
」
は
、
は
や
く
和
漢
朗
詠
集
の
、
李
嘉
祐
の
漢
詩
に
あ
り
、「
梅
雨
」
の
訓
読
か
ら
来
た
語
。
「
千
峰
の
鳥
路
は
梅
雨
を
含
め
り
五
月
の

の
声
は
麦
秋
を
送
る
」（
和
漢
朗
詠
集
・

・
一
九
三
・
李
嘉
祐
）。
和
歌
で
は
、「
梅
雨
」
題
は
『
秋
風
和
歌
集
』（
た
だ
し
「
杜
梅
雨
」）、『
亀
山
院
御
集
』
に
見
ら
れ
る
の
が
早
く
、『
沙
玉
集
』
を
経
て
正
徹
、
正
広
の
家
集
に
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
。「
梅
雨
」
を
歌
中
に
詠
み
こ
む
歌
は
、『
宝
治
元
年
院
御
歌
合
』「
五
月
郭
公
」
題
に
二
例
見
ら
れ
て
以
降
は
、『
松
下
集
』
五
七
に
二
例
の
み
で
、
い
ず
れ
も
陰
暦
五
月
の
詠
（（
長
享
三
年
五
月
十
日
詠
、
延
徳
二
年
五
月
八
日
詠
）。
な
お
、「
梅
雨
」
題
は
正
徹
も
詠
ん
で
い
る
が
、
歌
の
語
句
は
「
五
月
雨
」
を
用
い
て
い
る
。
後
の
山
科
言
継
の
詠
草
で
も
、
公
宴
題
は
「
梅
雨
」
で
は
あ
る
が
、
歌
内
の
語
句
は
「
五
月
雨
」
で
あ
り
（
権
大
納
言
言
継
卿
集
四
六
九
詠
（
永
禄
十
一
年
））、
や
は
り
「
梅
雨
」
は
歌
の
中
で
は
使
い
に
く
い
語
句
で
あ
っ
た
。「
庭
に
ち
る
花
橘
の
梅
雨
に
声
は
し
を
れ
ぬ
時
鳥
か
な
」（
宝
治
元
年
院
御
歌
合
・
五
月
郭
公
・
越
前
・
七
七
）。「
わ
く
ら
葉
も
と
も
に
千
し
ほ
の
梅
の
雨
時
雨
と
な
り
て
紅
葉
し
ぬ
ら
ん
」（
松
下
集
・
梅
雨
・
一
四
二
四
））。
連
歌
に
お
い
て
は
、
応
永
期
に
、
奈
良
県
山
辺
郡
の
豪
族
に
よ
る
染
田
天
神
連
歌
内
に
集
中
的
に
見
ら
れ
、
ま
た
『
九
州
問
答
』
発
句
に
も
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
心
敬
的
な
内
容
を
有
す
る
と
さ
れ
、
兼
載
の
著
作
か
と
も
目
さ
れ
る
（『
連
歌
論
集
二
』（
昭
和
五
七
・
三
弥
井
書
店
）
内
、『
初
学
用
捨
抄
』
解
説
（
木
藤
才
蔵
氏
）
に
よ
る
）
連
歌
学
書
『
初
学
用
捨
抄
』
に
は
好
ま
れ
な
い
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
た
。
漢
語
を
や
わ
ら
げ
た
俗
語
と
し
て
使
わ
れ
、
十
五
世
紀
前
半
の
連
歌
に
一
時
的
に
流
行
し
た
語
句
で
あ
っ
た
か
。「
く
れ
な
ゐ
の
花
の
露
こ
そ
梅
の
雨
」（
行
助
句
集
・
夏
・
一
四
二
八
）。「
は
れ
に
け
り
花
の
な
き
名
の
梅
の
雨
」（
九
州
問
答
・
安
楽
寺
法
楽
に
）。「
五
月
物
五
月
雨
梅
の
雨
今
の
時
分
好
ま
ぬ
詞
也
」（
初
学
用
捨
抄
）。
【
現
代
語
訳
】
撫
子
の
花
に
梅
雨
が
降
り
そ
そ
い
で
い
る
。
梅
は
花
の
兄
と
い
う
か
ら
、
さ
し
ず
め
梅
雨
も
撫
子
の
花
を
慈
し
む
兄
な
の
だ
ろ
う
よ
。
【
考
察
】
こ
の
発
句
の
詠
出
時
期
に
つ
い
て
は
、「
撫
子
」「
梅
雨
」
を
同
時
に
詠
む
点
、
判
定
が
難
し
い
。
し
か
し
、「
撫
子
」
は
夏
の
終
わ
り
に
な
っ
て
も
咲
き
続
け
る
の
に
対
し
、
時
期
が
限
定
さ
れ
る
「
梅
雨
」
を
詠
む
こ
と
か
ら
、「
梅
雨
」
を
詠
み
込
ん
だ
和
歌
の
用
例
も
傍
証
と
し
て
、
陰
暦
五
月
の
発
句
と
認
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
句
は
、「
常
夏
」「
五
月
雨
」
を
、「
撫
子
」「
梅
雨
」
と
言
い
換
え
て
い
る
点
、
く
だ
け
た
遊
び
を
感
じ
さ
せ
る
句
で
あ
り
、
こ
れ
を
い
か
に
受
け
る
か
が
脇
句
の
作
者
の
力
量
の
見
せ
所
で
あ
る
。
五
八
（
初
折
表
二
）
撫
子
の
花
の
兄
か
も
梅
雨
二
枝
を
つ
ら
ぬ
る
木
々
の
夏
陰
専
順
【
式
目
】
夏
（
夏
陰
）
植
物
（
木
々
）
【
作
者
】
専
順
（
応
永
十
八
年
（
一
四
一
一
）
〜
文
明
八
年
（
一
四
七
六
））。
六
角
堂
柳
本
坊
法
眼
。
当
時
の
都
の
連
歌
界
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
将
軍
義
政
の
連
歌
会
に
出
座
し
て
い
る
。『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
は
百
十
一
句
入
集
。
い
わ
ゆ
る
連
歌
七
賢
の
一
人
。
【
語
釈
】
●
枝
を
つ
ら
ぬ
る
枝
を
さ
し
か
わ
し
て
並
べ
て
い
る
。
貴
人
の
兄
弟
の
こ
と
を
「
連
枝
」
と
言
い
、
親
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
の
意
味
も
示
す
。「
兄
弟
ト
ア
ラ
バ
、
枝
を
つ
ら
ぬ
る
」（
連
珠
合
璧
集
）。「
い
に
し
へ
も
た
ぐ
ひ
も
あ
ら
じ
我
が
宿
に
枝
を
つ
ら
ぬ
る
か
し
は
木
の
か
げ
」（
玉
葉
集
・
賀
・
一
〇
九
一
・
前
大
納
言
光
頼
）。「
花
に
風
雨
に
す
む
と
も
い
か
な
ら
む
／
枝
を
つ
ら
ぬ
る
松
の
藤
波
」（
宗
祇
以
前
「
き
り
の
は
に
」
何
船
百
韻
・
六
九
／
七
〇
）。
●
夏
陰
夏
の
物
陰
の
涼
し
い
場
所
を
い
う
。『
了
俊
日
記
』
に
は
「
世
俗
言
」
と
し
て
定
家
歌
（『
拾
遺
愚
草
員
外
』
三
二
番
歌
）
が
証
歌
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
一
、
世
俗
言
、
只
言
を
よ
め
る
証
哥
、
点
合
た
る
只
（
言
）
マ
マ
世
俗
言
也
…
竜
田
山
一
葉
お
ち
散
夏
影
も
お
も
ひ
そ
め
し
て
色
は
み
へ
り
け
り
定
家
」（『
了
俊
日
記
』）。
す
な
わ
ち
、
歌
言
葉
と
は
認
め
ら
れ
な
い
言
葉
で
あ
り
、
連
歌
に
お
け
る
使
用
例
も
、『
俊
頼
髄
脳
』
で
の
「
夏
鹿
毛
」
と
掛
け
た
付
合
な
ど
、
俳
諧
的
な
要
素
を
持
つ
語
句
と
し
て
詠
み
入
れ
た
感
が
あ
る
。「
夏
影
の
つ
ま
屋
の
下
に
衣
裁
つ
我
妹
裏
設
け
て
我
が
た
め
裁
た
ば
や
や
大
き
に
裁
て
」（
万
葉
集
・
旋
頭
歌
・
一
二
七
八
）。「
雪
ふ
れ
ば
あ
し
げ
に
見
ゆ
る
生
駒
山
／
い
つ
な
つ
か
げ
に
な
ら
む
と
す
ら
む
」（
俊
頼
髄
脳
・
重
之
／
か
う
ぶ
ん
た
）。「
鬼
籠
る
安
達
が
お
く
は
さ
も
と
ほ
し
／
し
げ
る
ま
ゆ
み
の
青
き
夏
か
げ
」（
文
安
雪
千
句
第
四
百
韻
・
八
一
／
八
二
・
聖
阿
／
日
晟
）。
【
付
合
】
発
句
に
「
兄
」
と
あ
る
の
を
受
け
、
脇
で
は
、「
枝
を
つ
ら
ぬ
る
」
と
根
を
同
じ
く
す
る
木
の
様
を
詠
ん
だ
。
細
川
勝
元
の
一
族
の
繁
栄
を
祝
す
る
意
を
込
め
、
一
座
の
連
衆
の
忠
実
な
結
束
を
見
せ
る
か
。
細
川
一
族
は
幕
府
の
中
枢
に
あ
り
、
分
家
七
家
が
宗
家
（
京
兆
家
）
を
盛
り
立
て
る
体
制
を
と
っ
て
い
た
。
ま
た
『
ひ
と
り
ご
と
』
に
「
永
享
年
中
の
比
ま
で
は
、
歌
連
歌
の
名
匠
先
達
世
に
残
り
て
、
き
五
九
ら


し
き
会
席
所
々
に
侍
し
な
り
。
〜
武
家
に
は
、
京
兆
亭
・
同
典
厩
亭
・
同
阿
波
守
」
と
あ
り
、
細
川
一
族
の
各
邸
で
和
歌
、
連
歌
の
会
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
【
一
句
立
】
枝
を
さ
し
か
わ
し
繁
る
木
々
の
下
は
、
夏
の
暑
さ
を
さ
え
ぎ
る
陰
と
な
っ
て
い
る
よ
。
【
現
代
語
訳
】（
前
句
撫
子
の
花
に
梅
雨
が
ふ
り
そ
そ
い
で
い
る
。
梅
は
花
の
兄
と
い
う
か
ら
、
さ
し
ず
め
梅
雨
も
撫
子
の
花
を
慈
し
む
兄
な
の
だ
ろ
う
よ
。）
そ
う
思
っ
て
み
れ
ば
、
ま
る
で
兄
弟
が
育
つ
様
子
の
よ
う
に
、
一
つ
の
根
か
ら
多
く
の
枝
を
さ
し
か
わ
す
木
が
並
ぶ
そ
の
下
は
、
夏
の
暑
さ
を
さ
え
ぎ
る
陰
と
な
っ
て
い
る
よ
。（
勝
元
様
の
お
力
で
ご
兄
弟
が
繁
栄
な
さ
っ
て
い
る
、
そ
の
大
き
な
庇
護
の
も
と
に
私
た
ち
は
い
る
こ
と
だ
）
（
初
折
表
三
）
枝
を
つ
ら
ぬ
る
木
々
の
夏
か
げ
三
山
深
み
涼
し
き
水
に
鳥
お
り
て
心
敬
【
式
目
】
夏
（
涼
し
き
）
山
（
山
類
・
体
）
水
（
水
辺
・
用
）
鳥
（
動
物
）「
夏
の
末
の
心
、
す
ゞ
し
き
〈
夕
す
ゞ
み
朝
す
ゞ
み
〉
」（
連
珠
合
璧
集
）。
鳥
只
一
春
一
水
鳥
、
村
鳥
等
之
問
一
、
鳥
獣
と
云
て
一
、
狩
場
鳥
、
浮
寝
鳥
、
夜
鳥
等
は
各
別
物
也
（
一
座
四
句
物
・
新
式
今
案
）
【
作
者
】
心
敬
（
応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
〜
文
明
七
年
（
一
四
七
五
））。
細
川
勝
元
邸
で
の
連
歌
張
行
に
あ
た
っ
て
は
、
心
敬
が
宗
匠
と
し
て
と
り
し
き
っ
て
い
る
（『
所
々
返
答
第
二
状
』）。
こ
の
百
韻
に
お
い
て
も
宗
匠
と
し
て
十
三
句
出
詠
。『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
は
集
中
第
一
位
の
百
二
十
四
句
入
集
。
【
語
釈
】
●
山
深
み
奥
深
い
山
な
の
で
。「
山
深
み
岩
間
を
伝
ふ
水
の
音
に
思
ひ
し
よ
り
も
澄
む
心
か
な
」（
尊
円
親
王
五
十
首
・
山
家
・
四
三
）。
●
涼
し
き
水
心
敬
は
「
水
ほ
ど
感
情
深
く
清
涼
な
る
物
な
し
」（
ひ
と
り
ご
と
）
と
、
水
を
好
ん
だ
。「
夏
は
清
水
の
も
と
、
泉
の
辺
、
ま
た
冷
え
寒
し
。」（
ひ
と
り
ご
と
）。「
繁
る
木
な
が
ら
み
な
松
の
風
／
山
陰
は
涼
し
き
水
の
流
れ
に
て
」（
文
和
千
句
第
一
百
韻
・
六
〇
二
／
三
・
良
基
／
永
運
）。
●
鳥
お
り
て
鳥
が
下
り
て
き
て
。
和
歌
で
は
、
鳥
は
苔
に
降
り
る
と
表
現
さ
れ
、
水
に
降
り
る
場
合
は
水
鳥
と
詠
ま
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
連
歌
で
も
水
に
降
り
る
「
鳥
」
は
管
見
に
入
ら
な
い
。「
夏
ふ
か
き
園
の
植
木
ぞ
し
づ
か
な
る
梢
の
鳥
や
こ
け
に
降
る
ら
ん
」（
夫
木
抄
・
夏
雑
・
三
三
〇
一
・
九
条
基
家
）。「
こ
て
ふ
と
び
か
ふ
岸
の
山
吹
／
蛙
鳴
く
春
の
水
田
に
鳥
お
り
て
」（
文
安
月
千
句
第
七
百
韻
・
六
四
／
六
五
・
日
晟
／
生
阿
）。「
人
を
も
知
ら
ぬ
世
の
外
の
山
／
な
れ
ぬ
れ
ば
袖
の
こ
け
に
も
鳥
お
り
て
」（
芝
草
内
連
歌
合
・
一
六
一
）。
【
付
合
】
前
句
の
情
景
を
敷
衍
し
た
句
だ
が
、
発
句
、
前
句
が
俗
語
を
入
れ
く
だ
け
た
中
に
細
川
家
の
隆
盛
を
ひ
と
ま
と
ま
り
で
示
す
感
が
あ
る
と
こ
ろ
、
宗
匠
心
敬
は
、
う
っ
て
か
わ
っ
た
印
象
の
第
三
を
詠
み
入
れ
て
い
る
。
前
句
の
植
物
（
木
々
）
に
代
え
て
動
物
（
鳥
）
を
入
れ
、
動
的
な
内
容
に
句
を
変
え
て
い
る
。
一
句
の
中
に
山
類
と
水
辺
を
配
し
、
動
物
を
添
え
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
本
格
的
に
句
境
を
広
げ
て
行
く
第
四
句
で
行
様
の
変
化
を
出
し
や
す
い
よ
う
に
と
の
行
き
届
い
た
配
慮
で
も
あ
る
。
【
一
句
立
】
山
が
深
い
ゆ
え
涼
し
く
冷
た
い
水
に
は
、
鳥
が
涼
を
求
め
て
降
り
て
き
て
。
【
現
代
語
訳
】（
前
句
枝
を
さ
し
か
わ
し
繁
る
木
々
の
下
は
、
夏
の
暑
さ
を
さ
え
ぎ
る
陰
と
な
っ
て
い
る
よ
。）
山
が
深
い
ゆ
え
涼
し
く
冷
た
い
水
に
は
、
鳥
が
涼
を
求
め
て
降
り
て
き
て
。
（
初
折
表
四
）
山
深
み
涼
し
き
水
に
鳥
お
り
て
四
岩
間
の
月
に
か
か
る
白
波
実
中
【
式
目
】
秋
（
月
）
波
（
水
辺
・
用
）
月
（
夜
分
）
【
作
者
】
実
中
摂
津
国
高
槻
に
あ
る
臨
済
宗
景
瑞
庵
の
住
持
。『
寛
正
六
年
正
月
十
六
日
何
人
百
韻
』
の
主
催
者
。『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
二
句
入
集
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
詠
み
人
知
ら
ず
と
し
て
の
扱
い
で
あ
る
。
【
語
釈
】
●
岩
間
の
月
岩
と
岩
の
間
の
水
面
に
映
る
月
。「
山
川
の
は
や
く
も
あ
く
る
夏
の
夜
に
岩
間
の
月
は
影
も
よ
ど
ま
ず
」（
嘉
元
百
六
一
首
・
夏
月
・
一
九
二
五
・
二
条
為
藤
）。「
洩
る
水
や
岩
間
の
月
を
た
た
く
ら
む
／
流
れ
流
れ
に
な
が
め
あ
る
秋
」（
文
明
年
間
「
し
た
つ
ゆ
は
」
百
韻
・
六
七
／
六
八
）。
●
か
か
る
白
波
か
か
っ
て
見
え
る
白
波
。「
大
井
川
さ
や
か
に
う
つ
る
秋
の
夜
の
月
の
こ
ほ
り
に
か
か
る
白
波
」（
新
千
載
集
・
秋
上
・
四
三
八
・
二
条
為
世
）。「
浦
深
潮
未
落
／
松
の
し
づ
え
に
か
ゝ
る
し
ら
な
み
」（
菟
玖
波
集
・
貞
和
五
年
六
月
家
の
和
漢
聯
句
に
・
二
〇
〇
七
・
左
兵
衛
督
直
義
）。
【
付
合
】
鳥
が
降
り
る
際
に
立
て
た
し
ぶ
き
が
、
水
面
の
月
に
か
か
る
よ
う
に
見
え
る
と
し
た
。「
池
水
に
む
れ
て
お
り
ゐ
る
水
鳥
の
羽
風
に
波
や
た
ち
さ
わ
ぐ
ら
ん
」（
堀
河
百
首
・
水
鳥
・
一
〇
二
二
・
肥
後
）。
【
一
句
立
】
岩
と
岩
の
間
の
水
面
に
映
っ
て
見
え
る
月
に
は
、
白
い
波
が
か
か
っ
て
い
る
。
【
現
代
語
訳
】（
前
句
深
山
ゆ
え
に
涼
し
く
冷
た
い
、
そ
の
水
に
は
鳥
が
降
り
て
き
て
、）
岩
と
岩
の
間
の
水
面
に
映
っ
て
見
え
る
月
に
、
波
し
ぶ
き
が
か
か
る
。
（
初
折
表
五
）
岩
間
の
月
に
か
か
る
白
波
五
露
払
ふ
風
に
夢
な
き
旅
枕
通
賢
【
式
目
】
秋
（
露
）
旅
（
旅
枕
）
【
作
者
】
通
賢
越
智
氏
。『
細
川
満
元
三
十
三
回
忌
品
経
和
歌
』
に
詠
出
。『
寛
正
四
年
三
月
廿
七
日
何
船
百
韻
』、『
寛
正
四
年
六
月
廿
三
日
唐
何
百
韻
』、『
熊
野
千
句
』
に
参
加
、『
熊
野
千
句
』
で
は
第
八
百
韻
の
発
句
を
詠
ん
で
い
る
。
【
語
釈
】
●
露
払
ふ
風
露
を
吹
き
払
う
風
。「
露
払
ふ
風
も
て
ひ
ら
く
蓮
葉
は
月
に
た
と
へ
ぬ
扇
な
り
け
り
」（
正
治
初
度
百
首
・
夏
・
二
二
三
六
・
中
納
言
得
業
信
広
）。「
露
払
ふ
草
の
枕
に
聞
き
わ
び
ぬ
こ
よ
ひ
か
り
ね
の
床
の
山
か
ぜ
」（
新
後
拾
遺
集
・
羈
旅
・
八
八
八
・
法
印
顕
詮
）。「
齢
を
も
驚
く
夢
に
秋
ふ
け
て
／
身
の
露
払
ふ
風
な
よ
は
り
そ
」（
下
草
・
雑
上
・
七
五
九
／
七
六
〇
）。
●
夢
な
き
夢
も
み
え
ず
。
風
で
露
が
落
ち
、
体
に
か
か
る
そ
の
水
滴
の
冷
た
さ
に
目
覚
め
る
。「
風
吹
け
ば
露
こ
そ
落
つ
れ
荻
の
葉
に
む
す
ば
ぬ
夢
の
い
か
で
さ
六
二
む
ら
ん
」（
新
続
古
今
集
・
雑
上
・
一
七
〇
〇
・
前
参
議
通
敏
）。
●
旅
枕
旅
に
出
て
仮
寝
を
す
る
こ
と
。「
野
辺
の
い
ほ
磯
の
と
ま
や
の
旅
枕
な
ら
は
ぬ
夢
は
む
す
ぶ
と
も
な
し
」（
玉
葉
集
・
旅
・
一
一
九
一
・
山
階
入
道
前
左
大
臣
）。
【
付
合
】
白
波
が
立
つ
夜
分
の
水
辺
の
情
景
の
前
句
か
ら
、
旅
泊
の
様
で
あ
る
と
し
た
。
白
波
が
立
つ
の
は
、
強
い
風
が
吹
い
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
風
は
露
を
も
払
い
、
旅
人
の
夢
を
さ
ま
す
。
【
一
句
立
】
露
を
払
っ
て
風
が
吹
き
、
落
ち
か
か
る
露
の
冷
た
さ
に
夢
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
旅
の
仮
寝
で
あ
る
こ
と
よ
。
【
現
代
語
訳
】（
前
句
岩
と
岩
の
間
の
水
面
に
映
っ
て
見
え
る
月
に
は
、
白
い
波
し
ぶ
き
が
か
か
っ
て
い
る
。）
強
い
風
は
露
を
も
払
い
、
雫
が
か
か
っ
て
夢
も
さ
め
て
し
ま
う
海
辺
の
泊
ま
り
で
あ
る
こ
と
よ
。
【
考
察
】
第
三
句
は
、
く
ず
し
字
で
は
「
破
枕
」
と
読
め
る
が
、
句
意
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
「
旅
枕
」
で
あ
り
、「
旅
枕
」
と
句
を
改
め
た
。
（
初
折
表
六
）
露
払
ふ
風
に
夢
な
き
旅
枕
六
床
も
定
め
ぬ
秋
の
か
り
ふ
し
行
助
【
式
目
】
秋
旅
（
か
り
ふ
し
）
「
旅
ト
ア
ラ
バ
、
〜
か
り
ね
か
り
枕
」（
連
珠
合
璧
集
）
床
（
居
所
・
体
）
【
作
者
】
行
助
（
応
永
十
二
年
（
一
四
〇
五
）
〜
応
仁
三
年
（
一
四
六
九
））。
山
名
氏
の
家
臣
で
あ
り
、
出
家
後
は
延
暦
寺
東
塔
の
惣
持
坊
に
住
み
、
法
印
権
大
僧
都
に
至
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
連
歌
七
賢
の
一
人
。『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
三
四
句
入
集
。
【
語
釈
】●
床
も
さ
だ
め
ぬ
眠
る
場
所
も
定
ま
ら
な
い
。「
山
河
の
こ
ほ
る
夜
ご
と
に
す
み
か
へ
て
床
も
さ
だ
め
ぬ
を
し
の
ひ
と
り
ね
」（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
冬
・
八
七
一
・
藤
原
隆
祐
）。「
嘆
き
つ
つ
床
も
定
め
ぬ
う
た
た
ね
は
う
た
て
も
夢
の
程
も
な
き
か
な
」（
久
安
百
首
・
恋
・
四
七
七
・
藤
原
季
通
）。
●
か
り
ふ
し
仮
の
寝
床
に
伏
す
こ
と
。「
寝
ら
れ
ぬ
床
は
野
辺
の
仮
ふ
し
／
旅
枕
夢
さ
へ
と
ひ
や
た
え
つ
ら
む
」
（
宗
祇
以
前
何
船
百
韻
・
四
／
五
）。「
夢
お
ど
ろ
か
す
秋
の
か
り
ふ
し
／
お
き
ま
さ
る
露
や
や
ど
り
に
ふ
け
ぬ
ら
む
」（
心
敬
以
前
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
山
何
百
韻
・
四
／
五
）。「
う
か
れ
つ
つ
と
こ
ろ
さ
だ
め
ぬ
月
の
頃
／
君
待
つ
宵
の
秋
の
か
り
ふ
し
」（
心
玉
集
・
一
二
五
八
／
一
六
三
二
五
九
）。
【
付
合
】
旅
寝
の
様
を
付
け
る
。「
床
も
定
め
ぬ
」
に
は
恋
の
面
影
が
あ
る
。
【
一
句
立
】
寝
る
場
所
も
定
ま
ら
な
い
、
秋
の
旅
の
仮
寝
。
【
現
代
語
訳
】（
前
句
露
を
払
っ
て
風
が
吹
き
、
お
ち
か
か
る
露
の
冷
た
さ
に
夢
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
旅
の
仮
寝
で
あ
る
こ
と
よ
。）
寝
る
場
所
も
定
ま
ら
な
い
、
秋
の
旅
の
仮
寝
。
（
初
折
表
七
）
床
も
定
め
ぬ
秋
の
か
り
ふ
し
七
衣
う
つ
か
た
を
里
か
と
分
る
野
に
元
説
【
式
目
】
秋
（
衣
う
つ
）
旅
（
分
る
野
）「
旅
ト
ア
ラ
バ
、
〜
野
を
分
衣
」（
連
珠
合
璧
集
）
里
（
居
所
・
体
）
【
作
者
】
元
説
『
熊
野
千
句
』
に
参
加
。
ま
た
『
寛
正
四
年
六
月
廿
三
日
唐
何
百
韻
』、『
寛
正
六
年
正
月
十
六
日
何
人
百
韻
』（
野
坂
本
。
大
阪
天
満
宮
文
庫
本
で
は
「
元
舟取
」
で
あ
る
。）
に
も
出
座
。
【
語
釈
】
●
衣
う
つ
か
た
衣
を
打
っ
て
い
る
あ
た
り
。「
里
わ
か
ぬ
秋
の
つ
き
よ
み
名
も
し
る
く
／
す
み
わ
た
り
け
り
衣
う
つ
か
た
」（
顕
証
院
会
千
句
第
三
百
韻
・
七
五
／
七
六
・
宗
砌
／
俊
喬
）。
●
分
る
野
に
わ
け
て
進
ん
で
い
く
野
に
。「
分
く
」
に
見
分
け
る
、
判
別
す
る
の
意
味
も
掛
け
て
い
る
。「
も
と
立
つ
道
を
誰
か
お
こ
さ
む
／
分
く
る
野
に
ね
ぬ
る
小
萩
の
露
も
惜
し
」（
吾
妻
辺
云
捨
・
二
七
一
／
二
七
二
）。
「
旅
ト
ア
ラ
バ
、
草
枕
、
…
か
り
ね
か
り
枕
、
…
野
を
分
け
衣
」（
連
珠
合
璧
集
）。
【
付
合
】
仮
寝
を
し
て
い
る
前
句
に
、
衣
を
打
つ
音
が
聞
こ
え
て
き
た
方
角
を
里
か
な
と
あ
た
り
を
つ
け
進
ん
だ
の
だ
が
と
、
そ
の
理
由
を
付
け
て
続
け
る
。
【
一
句
立
】
衣
を
打
っ
て
い
る
音
が
響
い
て
く
る
そ
の
あ
た
り
が
里
で
あ
ろ
う
か
と
あ
た
り
を
つ
け
て
、
分
け
進
ん
で
い
く
野
原
に
。
【
現
代
語
訳
】（
前
句
寝
る
場
所
も
定
ま
ら
な
い
よ
う
な
、
秋
の
旅
の
仮
寝
を
す
る
こ
と
よ
。）
衣
を
打
っ
て
い
る
音
が
響
い
て
く
る
そ
六
四
の
あ
た
り
が
里
で
あ
ろ
う
か
と
あ
た
り
を
つ
け
て
、
分
け
進
ん
で
来
た
野
原
だ
が
、（
里
ま
で
ゆ
き
つ
け
ず
）
野
辺
に
仮
寝
を
し
て
い
る
こ
と
よ
。
（
初
折
表
八
）
衣
う
つ
か
た
を
里
か
と
分
る
野
に
八
日
も
夕
霧
の
空
ぞ
寒
け
き
宗
祇
【
式
目
】
秋
（
霧
）
【
作
者
】
宗
祇
（
応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
〜
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
））。
三
十
歳
頃
よ
り
連
歌
の
道
に
入
り
、
宗
砌
に
師
事
し
た
後
、
寛
正
年
間
に
は
専
順
に
師
事
し
た
。
こ
の
連
歌
も
専
順
の
弟
子
と
し
て
の
参
加
で
あ
る
。
応
仁
の
乱
後
、
東
国
に
て
心
敬
に
親
炙
し
、
強
い
影
響
を
受
け
、『
竹
林
抄
』、『
新
撰
菟
玖
波
集
』
と
い
う
大
き
な
撰
集
に
心
敬
の
句
を
最
も
多
く
入
れ
て
い
る
。
【
語
釈
】
●
日
も
夕
霧
日
も
夕
日
と
な
り
、
あ
た
り
に
霧
が
立
ち
こ
め
て
き
て
。
古
今
集
五
一
五
番
歌
の
表
現
「
日
も
夕
暮
れ
」（
夕
暮
れ
時
に
な
っ
て
）
が
本
来
の
形
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
は
「
夕
霧
」
に
つ
な
い
だ
も
の
。
和
歌
で
は
「
日
も
夕
潮
」「
日
も
夕
顔
」
と
い
っ
た
言
い
方
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、「
夕
霧
」
は
管
見
に
入
ら
ず
、
連
歌
も
一
例
の
み
し
か
見
つ
か
ら
な
い
。「
唐
衣
日
も
夕
暮
れ
に
な
る
時
は
返
す
返
す
ぞ
人
は
恋
し
き
」（
古
今
集
・
恋
一
・
五
一
五
・
詠
人
し
ら
ず
）。「
都
さ
へ
日
も
夕
霧
や
ま
よ
ふ
ら
む
／
所
々
の
道
の
初
霜
」（
那
智
篭
（
北
野
天
満
宮
本
）・
五
九
七
／
五
九
八
）。
●
空
ぞ
さ
む
け
き
空
の
様
子
が
寒
々
し
い
こ
と
よ
。「
す
さ
ま
じ
き
も
の
に
し
て
、
見
る
人
も
な
き
月
の
寒
け
く
澄
め
る
二
十
日
あ
ま
り
の
空
こ
そ
、
心
ぼ
そ
き
も
の
な
れ
」（
徒
然
草
第
十
九
段
）。「
風
を
い
た
み
こ
ほ
れ
る
雲
に
影
も
り
て
月
も
雪
げ
の
空
ぞ
さ
む
け
き
」（
嘉
元
百
首
・
冬
月
・
一
八
五
四
・
冷
泉
為
相
）。「
さ
や
か
な
り
霜
と
夕
べ
の
鐘
の
音
／
雪
に
や
な
ら
む
空
ぞ
寒
け
き
」（
因
幡
千
句
第
十
百
韻
・
八
七
／
八
八
）。
【
付
合
】「
衣
」
の
縁
か
ら
「
ひ
も
ゆ
ふ
（
紐
結
ふ
）」
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、「
衣
う
つ
」
夜
寒
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
寒
け
き
」
を
使
っ
た
。「
衣
打
ト
ア
ラ
バ
、
夜
寒
秋
寒
」（
連
珠
合
璧
集
）。
六
五
【
一
句
立
】
夕
霧
が
た
ち
こ
め
て
き
て
、
空
は
寒
々
し
い
様
子
を
見
せ
て
い
る
こ
と
よ
。
【
現
代
語
訳
】（
前
句
衣
を
打
っ
て
い
る
音
が
響
い
て
く
る
そ
の
あ
た
り
が
里
で
あ
ろ
う
か
と
あ
た
り
を
つ
け
て
、
分
け
進
ん
で
い
く
野
原
に
は
）、
夕
霧
が
た
ち
こ
め
て
き
て
、
空
は
寒
々
し
い
様
子
を
見
せ
て
い
る
こ
と
よ
。
（
初
折
裏
一
）
日
も
夕
霧
の
空
ぞ
寒
け
き
九
時
雨
ふ
る
冬
の
田
面
に
鴈
鳴
き
て
盛
長
【
式
目
】
冬
（
冬
）
「
冬
の
始
の
心
ナ
ラ
バ
、
時
雨
」（
連
珠
合
璧
集
）。
雁
（
動
物
）
雁
春
一
秋
一
（
一
座
二
句
物
）
時
雨
（
降
物
）
時
雨
秋
冬
各
一
（
一
座
二
句
物
・
新
式
今
案
）
【
作
者
】
盛
長
安
富
氏
。
細
川
勝
元
の
重
臣
。『
熊
野
千
句
』
の
興
行
者
。
こ
の
百
韻
で
は
初
折
裏
第
十
四
句
（
初
折
裏
末
尾
）、
名
残
折
表
第
一
句
と
い
う
重
要
な
位
置
の
句
を
詠
ん
で
い
る
。
【
語
釈
】
●
冬
の
田
面
冬
の
田
の
表
面
。「
冬
深
き
田
面
の
か
り
の
音
に
ぞ
し
る
霜
よ
り
後
も
か
く
て
見
よ
と
は
」（
雪
玉
集
・
田
残
鴈
・
一
六
四
九
）。「
鴈
ト
ア
ラ
バ
、〈
初
鴈
と
ぶ
鴈
た
の
も
の
か
り
衣
か
り
が
ね
〉
…
田
」（
連
珠
合
璧
集
）。「
人
は
千
里
に
衣
打
つ
ら
む
／
く
れ
そ
む
る
田
面
を
寒
み
鴈
鳴
き
て
」（
染
田
天
神
法
楽
千
句
（
文
明
期
）
第
三
百
韻
脇
・
第
三
）。「
か
り
が
ね
は
雪
の
う
づ
ま
ぬ
夕
べ
か
な
／
冬
の
田
面
に
日
こ
そ
さ
し
ぬ
れ
」（
染
田
天
神
法
楽
千
句
（
文
明
期
）
第
七
百
韻
発
句
・
脇
）。「
一
、
田
に
雁
が
ね
は
よ
し
。
雁
に
田
は
好
む
べ
か
ら
ず
」（
心
敬
法
印
庭
訓
）。
【
付
合
】
第
四
句
目
か
ら
秋
の
句
が
五
句
連
続
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
冬
に
変
化
さ
せ
た
。
【
一
句
立
】
時
雨
が
降
っ
て
い
る
冬
の
田
に
は
鴈
が
鳴
い
て
い
て
。
【
現
代
語
訳
】（
前
句
夕
霧
が
た
ち
こ
め
て
き
て
、
空
は
寒
々
し
い
様
子
を
見
せ
て
い
る
こ
と
よ
。）
時
雨
が
降
っ
て
い
る
冬
の
田
に
は
鴈
が
鳴
い
て
い
て
。
六
六
（
初
折
裏
二
）
時
雨
ふ
る
冬
の
田
面
に
鴈
鳴
き
て
一
〇
嶺
よ
り
つ
ゞ
く
岡
の
か
よ
ひ
ぢ
常
安
【
式
目
】
恋
（
か
よ
ひ
ぢ
）
嶺
・
岡
（
山
類
・
体
）
【
作
者
】
常
安
大
館
氏
。『
細
川
持
之
十
三
回
忌
品
経
和
歌
』、『
細
川
満
元
三
十
三
回
忌
品
経
和
歌
』
に
参
加
。『
熊
野
千
句
』、『
寛
正
四
年
三
月
廿
七
日
何
船
百
韻
』、『
寛
正
四
年
六
月
廿
三
日
唐
何
百
韻
』
に
参
加
。
【
語
釈
】
●
嶺
よ
り
続
く
「
我
が
宿
は
立
田
の
麓
し
ぐ
れ
し
て
嶺
よ
り
つ
づ
く
庭
の
紅
葉
ば
」（
隣
女
集
・
庭
紅
葉
・
二
一
六
三
）。
●
岡
の
か
よ
ひ
ぢ
「
よ
ひ
よ
ひ
に
篠
わ
く
る
袖
は
露
落
ち
て
誰
か
し
の
び
の
岡
の
か
よ
ひ
ぢ
」（
宝
治
百
首
・
岡
篠
・
三
四
四
一
・
藤
原
基
家
）。
「
霞
み
行
く
入
日
に
雪
の
跡
見
へ
て
／
通
路
し
る
き
岡
の
辺
の
春
」（
熊
野
千
句
第
二
百
韻
・
二
七
／
二
八
・
宗
祇
／
行
助
）。
【
付
合
】「
田
」
に
「
岡
」
を
付
け
、
岡
に
あ
る
田
の
情
景
と
し
た
。「
田
ト
ア
ラ
バ
、
…
岡
」（
連
珠
合
璧
集
）。
ま
た
、「
岡
の
か
よ
ひ
ぢ
」
は
、
源
氏
物
語
、
明
石
巻
で
、
光
源
氏
が
明
石
の
上
の
家
に
通
う
イ
メ
ー
ジ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
こ
と
か
ら
も
、
恋
の
印
象
の
あ
る
語
で
あ
ろ
う
。「
岡
辺
の
宿
、
こ
の
言
葉
明
石
に
付
く
べ
し
。
こ
の
岡
辺
の
宿
は
入
道
の
娘
を
す
ま
せ
し
所
也
。
〜
む
ま
に
て
も
か
よ
ゐ
給
ふ
。」（
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
之
事
）。
【
一
句
立
】
嶺
か
ら
続
い
て
い
る
、
岡
を
通
っ
て
通
う
道
。
【
現
代
語
訳
】（
前
句
時
雨
が
降
っ
て
い
る
冬
の
田
の
あ
た
り
に
は
鴈
が
鳴
い
て
い
て
。）
田
の
そ
ば
に
は
嶺
か
ら
岡
を
通
っ
て
通
う
道
が
続
い
て
い
る
。
六
七
（
初
折
裏
三
）
嶺
よ
り
つ
ゞ
く
岡
の
か
よ
ひ
ぢ
一
一
う
ち
し
げ
り
風
も
音
せ
ぬ
真
葛
原
宗
怡
【
式
目
】
秋
（
真
葛
原
）
恋
（
音
せ
ぬ
）
【
作
者
】
宗
怡
。
名
前
の
二
文
字
目
は
、
原
本
で
わ
ず
か
に
部
首
の
一
部
が
見
え
、
そ
れ
に
よ
り
「
怡
」
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
句
上
の
句
数
か
ら
も
宗
怡
が
あ
て
は
ま
る
。
宗
怡
は
、
寛
正
か
ら
文
明
に
か
け
て
の
連
歌
に
出
詠
し
て
い
る
連
歌
師
。『
熊
野
千
句
』
に
参
加
。
【
語
釈
】
●
う
ち
し
げ
り
繁
茂
し
て
。「（
明
石
の
浦
は
）
緑
の
松
の
年
深
く
て
、
浜
風
に
な
び
き
な
れ
た
る
枝
に
、
手
向
草
う
ち
繁
り
つ
つ
、
村
々
並
み
立
て
り
」（
道
ゆ
き
ぶ
り
）。「
こ
と
し
な
き
名
と
な
れ
る
あ
は
れ
さ
／
い
ろ
い
ろ
の
秋
の
草
み
な
う
ち
茂
り
」（
基
佐
集
（
斑
山
文
庫
本
）・
夏
・
二
五
七
／
二
五
八
）。「
風
の
音
も
な
ら
の
は
か
し
は
う
ち
茂
り
行
過
が
て
に
涼
し
か
り
け
り
」（
権
大
納
言
言
継
卿
集
・
納
涼
・
四
七
〇
）。
●
風
も
音
せ
ぬ
風
も
音
を
た
て
な
い
。「
鐘
も
た
え
風
も
音
せ
ぬ
夕
暮
れ
の
心
に
宿
を
借
る
心
か
な
」（
草
根
集
・
夕
幽
思
・
一
〇
四
七
二
・
長
禄
二
年（
一
四
五
八
）七
月
十
七
日
詠
）。「
と
く
咲
き
て
散
る
日
の
遅
き
花
も
が
な
／
風
も
音
せ
ぬ
春
雨
の
く
れ
」
（
宝
徳
四
年
千
句
第
七
百
韻
・
発
句
／
脇
・
金
阿
／
梁
心
）。
●
真
葛
原
葛
の
生
え
て
い
る
原
。「
我
が
恋
は
松
を
時
雨
の
そ
め
か
ね
て
ま
く
ず
が
原
に
風
騒
ぐ
な
り
」（
新
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
三
〇
・
慈
円
）。
葛
は
、
蔓
を
広
範
囲
に
伸
ば
し
て
繁
茂
す
る
蔓
草
で
あ
り
、
そ
の
葉
は
秋
風
に
吹
か
れ
、
白
い
裏
を
見
せ
て
裏
返
る
。「
我
が
片
岡
の
ま
つ
と
だ
に
聞
け
／
人
し
れ
ぬ
う
ら
み
に
し
げ
る
真
葛
原
」（
表
佐
千
句
第
七
百
韻
・
七
八
／
七
九
・
甚
昭
／
宗
祇
）。「
む
ね
あ
く
ば
か
り
い
つ
か
う
ら
み
む
／
し
げ
り
け
り
野
と
な
る
里
の
真
葛
原
」（
親
当
句
集
（
赤
木
文
庫
本
）・
二
七
九
／
二
八
〇
）。
【
付
合
】
前
句
の
「
岡
」「
嶺
」
か
ら
「
葛
」
を
出
し
た
。「
く
ず
ト
ア
ラ
バ
、
ま
く
ず
く
ず
花
く
ず
か
つ
ら
…
岡
…
嶺
秋
風
」（
連
珠
合
璧
集
）。
嶺
か
ら
岡
に
続
い
て
い
る
道
は
、
そ
の
周
辺
に
目
を
転
ず
れ
ば
繁
茂
し
た
葛
の
草
原
と
な
っ
て
い
る
と
付
け
る
。
葛
は
秋
に
裏
葉
を
見
せ
る
こ
と
で
、
恋
人
に
飽
き
ら
れ
、
恨
む
風
情
の
表
現
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
道
も
見
え
な
く
な
る
ほ
ど
繁
る
葛
に
、
恋
人
が
通
っ
て
こ
な
い
恋
の
悲
し
み
を
含
ま
せ
て
も
い
る
か
。「
秋
風
の
ふ
き
し
く
を
の
の
ま
く
ず
原
う
ら
む
る
外
の
こ
と
の
は
も
な
し
」（
隣
女
集
・
寄
六
八
葛
恋
・
二
三
七
五
）。「
真
葛
原
夏
野
の
草
は
し
げ
れ
ど
も
君
が
御
代
に
は
み
ち
ぞ
お
ほ
か
る
」（
秋
風
和
歌
集
・
賀
・
六
六
八
・
大
納
言
た
か
ち
か
）。
【
一
句
立
】
一
面
に
繁
茂
し
て
、
風
の
音
も
し
な
い
、
葛
の
野
原
。
【
現
代
語
訳
】（
前
句
嶺
か
ら
岡
を
通
っ
て
通
う
道
が
続
い
て
い
る
。）
あ
た
り
一
面
、
生
い
茂
っ
た
葛
の
野
原
で
、
風
の
音
も
し
な
い
こ
と
だ
。
【
考
察
】
虫
損
箇
所
を
推
定
し
、
一
句
を
作
成
し
た
。
（
初
折
裏
四
）
う
ち
し
げ
り
風
も
音
せ
ぬ
真
葛
原
う
れ
一
二
小
松
が
末
ぞ
草
に
ま
じ
れ
る
頼
宣
【
式
目
】
雑
草
与
草
（
可
隔
五
句
物
）
【
作
者
】
頼
宣
明
智
氏
。「
明
智
兵
庫
頼
宣
」（
諸
家
月
並
連
歌
抄
）。『
寛
正
四
年
三
月
廿
七
日
何
船
百
韻
』、『
寛
正
四
年
六
月
廿
三
日
唐
何
百
韻
』『
熊
野
千
句
』
に
参
加
。
う
れ
あ
わ
ゆ
き
【
語
釈
】
●
小
松
が
末
小
さ
な
松
の
先
端
。「
巻
向
の
檜
原
も
い
ま
だ
雲
ゐ
ね
ば
小
松
が
末
ゆ
沫
雪
流
る
」（
万
葉
集
・
冬
雑
歌
・
二
三
一
四
、
古
今
和
歌
六
帖
七
五
四
に
赤
人
歌
と
し
て
、
夫
木
抄
一
三
九
三
三
に
家
持
歌
と
し
て
入
集
）。「
後
見
む
と
君
が
む
す
べ
る
岩
代
の
小
松
が
う
れ
を
ま
た
見
つ
る
か
も
」（
玉
葉
集
・
雑
五
・
二
四
三
六
・
柿
本
人
麿
、
万
葉
一
四
六
歌
を
再
録
）。「
花
の
散
る
比
良
の
嶺
お
ろ
し
激
し
く
て
／
小
松
が
う
れ
も
匂
ふ
春
風
」（
寛
正
三
年
二
月
二
十
五
日
専
順
独
吟
何
路
百
韻
・
三
五
／
三
六
）。
●
草
に
ま
じ
れ
る
草
の
中
か
ら
先
端
が
見
え
て
い
る
様
。
松
の
先
が
草
か
ら
見
え
る
様
は
、
次
に
あ
げ
た
定
家
歌
か
ら
も
、
夏
の
趣
も
感
じ
ら
れ
る
か
。「
夏
山
の
草
葉
の
た
け
ぞ
知
ら
れ
ぬ
る
春
見
し
小
松
人
し
ひ
か
ず
は
」（
六
百
番
歌
合
・
夏
草
・
二
〇
一
・
藤
原
定
家
）。「
里
あ
り
て
一
人
ふ
り
ぬ
る
野
は
広
し
／
千
草
に
ま
じ
る
菊
の
ひ
と
も
と
」（
園
塵
第
四
・
秋
・
五
五
九
／
五
六
〇
）。
六
九
【
付
合
】
葛
が
一
面
に
生
い
茂
り
、
風
の
音
も
し
な
い
野
原
、
そ
の
茂
っ
た
草
の
中
か
ら
、
松
の
先
が
見
え
て
い
る
と
付
け
た
。
ま
た
草
と
草
と
は
可
隔
五
句
物
で
あ
り
、
こ
の
法
則
に
の
っ
と
り
、
第
十
八
句
に
「
む
ら
草
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
【
一
句
立
】
小
さ
な
松
の
先
が
草
に
ま
じ
っ
て
顔
を
出
し
て
い
る
。
【
現
代
語
訳
】（
前
句
葛
が
一
面
に
生
い
茂
り
、
風
の
音
も
し
な
い
野
原
。）
そ
ん
な
野
原
の
盛
ん
な
草
の
中
か
ら
は
、
小
さ
な
松
の
先
が
草
に
ま
じ
っ
て
顔
を
出
し
て
い
る
。
七
〇
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
調
査
記
録
及
び
翻
刻
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
調
査
記
録
【
調
査
日
時
】
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日
（
金
）
午
前
十
時
半
〜
午
後
五
時
半
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
（
金
）
午
前
十
時
半
〜
午
後
四
時
半
【
調
査
場
所
】
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
特
別
資
料
室
【
調
査
者
】
伊
藤
伸
江
・
奥
田
勲
【
調
査
書
誌
】
本
調
査
の
対
象
で
あ
る
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
は
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
伊
地
知
鐵
男
文
庫
蔵
『
集
連
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
集
連
』
は
、
請
求
記
号
「
文
庫
２
０
０
０
０
３
８
」、
袋
綴
写
本
（
横
本
）、
一
冊
。
書
誌
は
『
伊
地
知
鐵
男
文
庫
目
録
』１
に
収
載
百
韻
の
細
目
も
含
め
詳
し
く
、
ま
た
早
稲
田
大
学
資
料
影
印
叢
書
第
三
十
五
巻
『
連
歌
集
（
一
）』２
に
も
あ
り
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
が
あ
る
。
か
つ
『
集
連
』
全
巻
の
影
印
が
早
稲
田
大
学
資
料
影
印
叢
書
第
三
十
五
巻
『
連
歌
集
（
一
）』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
、
画
像
が
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
詳
細
は
そ
れ
ら
に
譲
り
た
い
が
、
今
回
調
査
し
た
本
は
、
想
定
さ
れ
る
原
本
の
表
紙
見
返
し
部
分
か
ら
裏
表
紙
見
返
し
ま
で
の
全
般
に
補
修
を
施
し
、
新
た
に
表
紙
を
加
え
製
本
し
直
し
た
本
で
あ
る
（
原
表
紙
の
み
は
別
保
存
）。
非
常
に
薄
い
紙
に
端
を
断
ち
落
と
し
た
原
紙
を
貼
り
、
真
ん
中
で
折
っ
て
補
修
製
本
し
た
形
で
あ
る
。
見
返
し
に
、
原
装
に
存
し
た
と
思
わ
れ
る
極
め
を
貼
付
け
て
い
る
。
原
本
に
用
い
ら
れ
て
い
る
原
紙
は
薄
褐
色
、
黄
土
色
の
二
種
類
の
楮
紙
。
ま
た
、
裏
表
紙
見
返
し
に
、
後
筆
で
「
明
治
十
四
年
十
二
月
十
二
日
（
花
押
）」
の
識
語
が
あ
り
、
現
在
の
形
に
修
補
・
装
丁
し
た
日
付
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
花
押
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。七
一
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
は
、『
集
連
』
所
収
百
韻
中
末
尾
に
位
置
す
る
も
の
で
、
一
八
三
丁
裏
か
ら
一
八
七
丁
裏
ま
で
に
書
か
れ
て
い
る
。
一
丁
の
表
、
裏
に
各
十
二
行
書
。
虫
損
が
入
り
、
欠
字
及
び
判
読
し
が
た
い
部
分
が
若
干
存
す
る
。
な
お
、
こ
の
百
韻
各
丁
の
末
尾
中
央
に
、
丁
付
の
漢
数
字
が
入
っ
て
い
る
の
が
の
ぞ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
直
前
の
『
寛
永
十
四
年
三
月
十
六
日
百
韻
』
か
ら
の
九
丁
に
順
に
一
か
ら
九
の
丁
付
が
入
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
補
修
の
際
に
ひ
と
ま
と
め
に
な
っ
て
い
る
資
料
の
覚
え
と
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
『
集
連
』
の
ほ
か
の
部
分
に
は
、
そ
の
よ
う
な
丁
付
は
見
え
な
い
。
注
１
『
伊
地
知
鐵
男
文
庫
目
録
』（
平
成
四
年
三
月
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
編
集
・
発
行
）
２
早
稲
田
大
学
資
料
影
印
叢
書
第
三
十
五
巻
『
連
歌
集
（
一
）』（
平
成
四
年
十
二
月
・
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
伊
地
知
鐵
男
氏
書
写
『
連
集
』
調
査
記
録
【
調
査
日
時
】
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
（
金
）
午
前
十
時
半
〜
午
後
四
時
半
【
調
査
場
所
】
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
特
別
資
料
室
【
調
査
者
】
伊
藤
伸
江
・
奥
田
勲
【
調
査
書
誌
】
伊
地
知
鐵
男
文
庫
に
は
、
昭
和
十
年
に
伊
地
知
氏
が
写
し
た
九
つ
の
百
韻
の
綴
ら
れ
た
書
『
連
集
』（
請
求
記
号
「
文
庫
２
０
０
０
０
２
１
」）
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
伊
藤
松
宇
氏
蔵
本
の
写
し
」
と
記
さ
れ
た
初
何
百
韻
が
あ
る
。
今
回
、『
連
集
』
を
閲
覧
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
初
何
百
韻
は
、
内
容
と
数
多
く
あ
る
虫
損
箇
所
が
完
全
に
一
致
し
、『
集
連
』
に
収
め
ら
れ
た
『「
撫
子
の
」
百
韻
』
を
、
伊
地
知
氏
が
書
写
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
『
連
集
』
は
、
縦
二
十
四
、
二

、
横
十
六
、
八

の
袋
綴
写
本
。
表
紙
は
茶
（
楮
紙
）
で
、
表
紙
左
上
方
に
朱
の
直
書
き
に
て
「
連
集
宗
祇
中
心
」
と
記
載
が
あ
る
。
書
誌
は
、『
伊
地
知
鐵
男
文
庫
目
録
』
に
収
載
百
韻
の
細
目
を
含
め
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
早
稲
田
大
学
中
央
七
二
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
が
あ
る
（
た
だ
し
、
画
像
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。）
収
載
百
韻
は
九
種
類
で
、
七
賢
時
代
の
百
韻
か
ら
宗
祇
の
参
加
し
た
文
明
期
の
百
韻
ま
で
を
、
七
海
氏
蔵
本
、
京
大
久
原
文
庫
本
、
平
松
文
庫
蔵
本
、
石
田
元
季
氏
本
な
ど
に
よ
り
伊
地
知
氏
が
書
写
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
百
韻
の
う
ち
「
松
や
知
る
花
い
く
か
へ
り
宿
の
菊
」
百
韻
、
川
越
千
句
第
四
百
韻
に
は
昭
和
十
年
五
月
二
十
七
日
、
同
五
月
二
十
五
日
の
書
写
年
月
日
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
春
草
は
卯
の
花
か
き
の
そ
と
も
哉
」
百
韻
に
は
、「
昭
和
十
年
八
月
一
日
校
了
」
の
記
載
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、『
集
連
』
は
、
伊
地
知
氏
が
、
お
そ
ら
く
昭
和
十
年
に
自
ら
書
写
し
た
百
韻
の
う
ち
、
宗
祇
関
係
の
時
期
の
百
韻
と
考
え
た
も
の
を
一
冊
に
ま
と
め
作
成
し
た
ノ
ー
ト
と
考
え
ら
れ
る
。
初
何
百
韻
自
体
に
は
書
写
時
期
の
記
載
は
な
く
、
末
尾
に
伊
地
知
氏
に
よ
る
朱
書
き
で
、「
伊
藤
松
宇
氏
所
蔵
本
ニ
依
ル
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
『
心
敬
作
品
集
』（
昭
和
四
七
・
角
川
書
店
）
解
説
（
山
根
清
隆
氏
）
は
、「
所
在
不
明
の
諸
本
」
の
項
に
お
い
て
「
撫
子
の
」
百
韻
に
関
し
て
、「
舊
伊
藤
松
宇
氏
蔵
本
」
と
触
れ
て
い
る
。『
連
集
』
の
存
在
に
よ
っ
て
、「
撫
子
の
」
百
韻
は
、
お
そ
ら
く
昭
和
十
年
の
時
点
で
伊
藤
松
宇
文
庫
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
何
時
か
不
明
で
あ
る
が
、
松
宇
の
手
を
離
れ
、
や
は
り
何
時
か
不
明
だ
が
（
昭
和
四
七
年
以
降
の
可
能
性
も
あ
る
）、
伊
地
知
鐵
男
氏
の
蔵
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
伊
藤
松
宇
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
生
ま
れ
で
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
長
野
か
ら
上
京
、
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
三
）
ま
で
生
き
た
。
彼
の
号
は
、
明
治
八
年
か
ら
一
五
年
が
琴
聲
、
一
五
年
か
ら
松
宇
で
あ
る
１
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
撫
子
の
」
百
韻
の
入
っ
て
い
た
『
集
連
』
裏
表
紙
見
返
し
の
「
明
治
十
四
年
十
二
月
十
二
日
（
花
押
）」
の
識
語
（
後
筆
）
は
、
現
在
の
形
に
補
修
し
た
際
の
識
語
で
あ
ろ
う
が
、
松
宇
の
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
注
１
『
松
宇
家
集
』（
一
九
二
六
・
友
田
泰
信
堂
）
所
載
「
松
宇
年
譜
」
に
よ
る
。
七
三
「
撫
子
の
」
百
韻
翻
刻
初
何
１
撫
子
の
花
の
兄
か
も
梅
雨
勝
元
２
枝
を
つ
ら
ぬ
る
木
々
の
夏
か
け
専
順
３
山
深
み
涼
し
き
水
に
鳥
お
り
て
心
敬
４
岩
ま
の
月
に
か
ゝ
る
し
ら
波
実
中
５
露
は
ら
ふ
風
に
夢
な
き
旅
枕
通
賢
６
床
も
さ
た
め
ぬ
秋
の
か
り
ふ
し
行
助
７
衣
う
つ
か
た
を
里
か
と
分
る
野
に
元
説
８
日
も
夕
霧
の
空
そ
寒
け
き
宗
祇
９
時
雨
ふ
る
冬
の
田
面
に
鴈
鳴
て
盛
長
１０
嶺
よ
り
つ
ゝ
く
岡
の
か
よ
ひ
ち
常
安
」
１１
打
し
け
り
風
も
音
せ
ぬ
真
葛
原
宗
怡
１２
小
松
か
末
そ
草
に
ま
し
れ
る
頼
宣
１３
つ
れ
な
く
て
な
ひ
く
色
を
も
み
え
ぬ
世
に
順
１４
む
な
し
き
暮
を
誰
に
う
ら
み
ん
心
１５
憂
心
我
と
な
く
さ
む
か
た
も
な
し
宗
１６
秋
よ
り
外
の
里
を
し
ら
は
や
賢
１７
詠
侘
ぬ
ふ
り
に
し
ま
ゝ
の
宿
の
月
祇
七
四
１８
露
も
ひ
か
た
き
庭
の
村
草
行
１９
柴
は
こ
ふ
山
下
道
の
か
き
く
も
り
光
長
２０
夕
を
い
そ
く
松
そ
木
高
き
実
２１
照
す
日
の
か
け
の
み
い
と
ふ
夏
た
け
て
説
（
を
）
２２
す
く
な
き
水
□
小
田
に
せ
く
声
長
」
二
２３
人
そ
行
湊
は
塩
や
か
れ
ぬ
ら
ん
心
２４
舟
の
あ
ら
は
に
あ
し
そ
よ
く
音
順
２５
心
に
は
さ
は
る
事
な
き
世
を
捨
て
安
２６
す
ま
れ
は
す
ま
ん
か
り
の
山
里
祇
２７
か
こ
は
し
な
風
に
か
た
ふ
く
柴
の
門
長
２８
袖
に
そ
う
つ
る
明
か
た
の
月
行
２９
色
お
し
む
秋
の
は
な
た
の
薄
衣
順
３０
帯
た
る
露
の
野
に
む
す
ふ
比
心
３１
真
萩
原
い
つ
く
あ
れ
と
も
朝
に
て
実
３２
夕
そ
つ
ら
き
花
の
う
つ
ろ
ふ
宗
３３
あ
す
ま
て
を
春
の
日
か
す
と
思
は
ゝ
や
頼
（
か
）
３４
過
こ
し
□
た
は
か
す
む
老
か
身
心
」
（
古
）
３５
□
郷
は
□
路
も
か
よ
は
す
成
に
け
り
□
３６
い
か
な
る
夢
を
お
も
か
け
に
せ
ん
祇
ウ
３７
恨
侘
ぬ
る
も
ね
ら
れ
ぬ
さ
よ
更
て
説
七
五
３８
な
み
た
や
く
も
る
残
る
と
も
し
火
宗
３９
降
ぬ
ま
も
心
に
聞
は
雨
の
音
行
４０
す
め
る
太
山
そ
瀧
の
も
と
な
る
頼
４１
石
は
し
る
水
は
軒
は
に
遠
か
ら
て
安
４２
苔
の
雫
の
落
る
甍
屋
説
４３
生
い
て
ぬ
朽
葉
か
下
の
松
の
種
順
４４
お
も
へ
は
千
代
の
末
そ
久
し
き
賢
４５
思
ひ
こ
し
は
し
め
も
し
ら
ぬ
秋
の
月
心
４６
夜
も
あ
か
つ
き
□
よ
り
は
冷
し
宗
怡
」
４７
山
か
け
の
垣
□
に
鹿
や
来
鳴
た
つ
宗
４８
小
野
て
ふ
里
そ
谷
を
か
け
た
る
祇
４９
冬
こ
も
る
け
し
き
も
し
る
く
木
を
き
り
て
長
５０
麻
の
た
も
と
の
雪
は
ら
ふ
み
ゆ
実
三
５１
を
く
露
は
こ
ほ
り
て
落
る
小
篠
原
心
５２
た
ま
さ
か
に
た
に
い
つ
か
と
け
ま
し
祇
５３
う
く
つ
ら
く
た
く
ひ
は
あ
ら
し
人
心
順
５４
わ
れ
の
み
は
て
は
物
お
も
へ
と
や
行
５５
あ
は
れ
よ
り
酬
し
ら
る
ゝ
恋
の
道
賢
５６
鷹
す
ゑ
い
た
す
今
日
の
春
山
安
５７
折
か
へ
る
さ
く
ら
か
枝
は
ひ
と
つ
に
て
宗
七
六
５８
□
□
□
□
□
さ
く
花
そ
間
近
き
□
」
（
に
）
５９
真
木
の
戸
□
残
れ
る
月
の
さ
し
む
か
ひ
□
６０
外
面
の
野
へ
に
う
つ
る
秋
の
日
行
６１
遥
な
る
沢
の
流
に
霧
晴
て
順
６２
入
江
の
波
に
お
つ
る
山
風
心
６３
千
鳥
鳴
夕
の
雪
に
泊
舟
宗
６４
都
の
友
よ
わ
れ
を
わ
す
る
な
賢
ウ
６５
春
秋
に
独
な
く
さ
む
身
を
捨
て
心
６６
草
の
庵
り
も
す
め
る
か
ひ
あ
り
順
６７
猿
さ
け
ふ
声
も
涙
の
夜
の
雨
祇
６８
ね
覚
の
空
の
く
ら
き
お
く
山
頼
６９
あ
り
あ
け
の
残
れ
る
月
に
時
雨
し
て
宗
７０
み
せ
は
や
し
ほ
る
か
へ
る
さ
の
袖
長
」
７１
い
か
さ
ま
に
又
と
ふ
ま
て
は
堪
て
ま
し
行
７２
し
ら
ぬ
い
の
ち
を
た
の
む
行
末
説
（
は
）
７３
世
中
□
さ
た
め
の
な
き
を
便
り
に
て
実
７４
た
ゝ
あ
ら
ま
し
に
す
こ
す
年
月
宗
７５
古
寺
に
誰
み
な
れ
木
の
嶺
の
松
心
７６
ふ
も
と
の
杉
に
か
よ
ふ
秋
風
祇
７７
露
分
て
三
輪
の
市
ち
に
行
か
へ
り
賢
七
七
ら７８
霧
も
ふ
る
野
の
里
や
た
つ
ね
ん
行
名
７９
か
り
あ
く
る
田
つ
ら
の
庵
は
人
す
ま
て
長
８０
月
は
か
り
こ
そ
軒
に
も
り
く
れ
宗
８１
さ
ゆ
る
よ
の
雪
の
玉
水
声
も
な
し
心
８２
し
つ
か
に
ね
む
る
埋
火
の
本
順
」
８３
年
た
け
て
春
の
心
も
お
も
ほ
え
す
行
８４
な
く
鴬
そ
お
り
も
た
か
へ
ぬ
長
８５
朝
こ
と
に
風
に
ま
た
れ
し
梅
咲
て
頼
８６
散
と
き
花
を
よ
そ
に
や
は
せ
ん
順
８７
つ
ら
し
と
て
思
ふ
人
を
は
へ
た
て
め
や
安
８８
又
こ
そ
や
ら
め
か
へ
す
玉
札
祇
８９
中
立
の
心
も
し
ら
す
頼
み
き
て
説
９０
い
ふ
こ
と
の
は
の
末
は
は
つ
か
し
実
９１
あ
ら
ま
し
は
た
ゝ
偽
の
山
の
お
く
賢
９２
捨
ぬ
う
き
身
も
御
法
を
そ
き
く
宗
ウ
９３
お
ろ
か
な
る
人
を
佛
の
あ
は
れ
み
て
祇
９４
神
の
た
す
け
を
猶
や
憑
ま
ん
長
」
９５
□
う
く
る
恵
の
末
の
広
き
代
に
順
９６
お
ほ
野
の
露
そ
草
に
あ
ま
れ
る
安
９７
秋
の
霜
あ
た
な
る
花
と
又
き
え
て
説
七
八
９８
い
ろ
う
す
く
な
る
松
虫
の
声
行
９９
風
寒
み
く
も
れ
る
月
の
更
る
夜
に
宗
１００
都
の
や
と
の
鐘
そ
し
つ
け
き
心
勝
元
十
二
元
説
七
光
長
一
専
順
十
一
宗
祇
十
心
敬
十
三
盛
長
八
実
中
六
常
安
六
通
賢
七
頼
宣
六
行
助
十
一
宗
怡
二
」
【
備
考
】
各
句
に
番
号
を
付
し
、
翻
刻
し
た
。
判
読
し
難
い
文
字
は
□
と
し
、
推
定
さ
れ
る
字
が
あ
る
時
に
は
右
脇
に
括
弧
付
き
で
示
し
て
い
る
。
７８
句
は
「
ね
」
右
傍
に
「
ら
」
と
傍
書
。
七
九
